
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い

と
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地
震
・
津
波
に
よ
る
被
災
は

一
瞬
に
し
て
日
常
生
活
と
生
命

を
奪
っ
て
し
ま
う
と
い
う
現
実

を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
震
災
の
復
興
・
復
旧
に

向
け
何
か
出
来
な
い
か
と
思
い
、

国
労
名
古
屋
地
方
本
部
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
仙
台
地
方
本
部

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
新

米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
30
kg
×
3

袋
と
少
な
い
で
す
が
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、
こ

ち
ら
岐
阜
県
加
茂
郡
白
川
町
も

天
候
不
順
の
影
響
で
、
米
の
収

穫
時
の
大
雨
と
冷
夏
に
よ
り
例

年
と
比
較
し
て
二
割
減
と
な
り
、

ま
た
品
質
も
全
体
的
に
良
く
な

い
よ
う
で
す
が
、
少
し
で
も
役

に
立
て
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
苦
し
く
辛
い

こ
と
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、

心
身
共
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

私
も
国
労
名
古
屋
地
方
本
部
・

中
央
線
分
会
の
一
人
と
し
て
組

織
強
化
・
拡
大
に
向
け
頑
張
り

ま
す
。

岐
阜
県
加
茂
郡
白
川
町
下
佐
見

熊
崎

善
和

支
援
物
資
等
報
告

（
到
着
順
）

8
月
9
日

北
陸
地
本
福
井
県
支
部

・
義
援
金

8
月
24
日

北
陸
地
本
富
山
県
支
部

・
義
援
金

9
月
13
日

国
労
岡
山
地
方
本
部

・
義
援
金

9
月
29
日

国
労
北
陸
地
方
本
部

福
井
県
支
部
・
富
山
県
支
部

・
米

30
kg
×
10
袋

10
月
4
日

国
労
名
古
屋
地
方
本
部

（
上
記
熊
崎
氏
）

・
米

30
kg
×
3
袋

10
月
12
日

国
労
北
陸
地
方
本
部

富
山
県
支
部

・
米

30
kg
×
3
袋

10
月
13
日

国
労
北
陸
地
方
本
部

石
川
県
支
部

・
米

30
kg
×
7
袋

10
月
20
日

国
労
近
畿
地
本

・
米

30
kg
×
4
袋

な
お
、
支
援
を
受
け
た
米
等

に
つ
い
て
は
、
宮
城
・
福
島
な

ど
関
係
支
部
に
分
配
を
要
請
し
、

順
次
被
災
し
た
組
合
員
に
届
け

ら
れ
て
い
る
。

10
月
26
日
、
長
野
国
労
会
館

で
長
野
地
方
本
部
東
北
信
支
部

と
長
野
地
本
共
催
に
よ
る
「
反

原
発
・
福
島
第
一
原
発
と
東
日

本
大
震
災
の
実
態
に
学
ぶ
集
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

集
会
に
は
被
災
し
た
地
方
本

部
と
し
て
盛
岡
地
本
斉
藤
庄
司

委
員
長
、
仙
台
地
本
か
ら
五
十

嵐
敬
書
記
長
、
水
戸
地
本
か
ら

菊
池
忠
志
書
記
長
が
招
か
れ
、

震
災
当
日
か
ら
7
ヶ
月
が
経
過

し
た
現
在
に
至
る
ま
で
の
状
況

を
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。

そ
の
内
容
で
は
、
震
災
当
日

の
各
被
災
地
で
の
生
々
し
い
様

子
や
JR
会
社
と
現
場
の
乖
離
し

た
状
況
、
そ
の
中
で
国
労
組
合

員
を
含
む
社
員
の
奮
闘
な
ど
が

紹
介
さ
れ
た
。

特
に
、
福
島
原
発
事
故
の
放

射
能
汚
染
に
か
か
わ
る
JR
会
社

の
対
応
は
、
社
員
の
み
な
ら
ず

利
用
者
を
含
め
た
、
「
安
全
・

安
心
と
は
何
か
」
を
あ
ら
た
め

て
考
え
る
集
会
に
な
っ
た
と
報

告
が
さ
れ
て
い
る
。

※
集
会
で
は
、
長
野
地
本
を
始

め
、
中
南
信
支
部
、
東
北
信
支

部
、
車
両
所
支
部
よ
り
激
励
の

見
舞
金
を
頂
き
ま
し
た
。
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
【
敬
】
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10
・
4

団
交
（
冬
期
対
策
提
案
）

10
・
7

地
本
ゴ
ル
フ
大
会

10
・
14

JR
バ
ス
団
交
（
冬
期
）

10
・
21

第
1
回
地
本
執
行
委
員
会

10
・
22
〜
23

国
労
東
北
第
26
回
総
会
・
活
動
家
交
流
集
会

10
・
24

貨
物
経
営
協
議
会

10
月
29
日

東
日
本
工
作
協
議
会
拡
大
代
表
者
会
議

10
月
31
日
・
11
月
1
日

本
社
団
交
（
検
修
外
注
化
）

11
月
5
日

第
１
０
９
回
婦
人
部
中
央
委
員
会

11
月
7
日

支
社
殉
職
者
慰
霊
法
要
（
松
島
・
陽
徳
院
）

 
実
り
の
秋
、
西
日
本
を
中
心
と
し
た
各
地
か
ら
、
支
援
物
資

と
し
て
新
米
が
地
方
本
部
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。

 
地
方
本
部
内
で
は
、
地
震
と
津
波
に
よ
る
家
屋
損
壊
等
の
被

害
と
そ
の
復
旧
、
ま
た
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
対
策
問
題
な

ど
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
で
あ
る
が
、
各
地
の
機
関
、

組
合
員
か
ら
の
心
温
ま
る
支
援
に
対
し
て
は
、
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
。
以
下
に
、
届
け
ら
れ
た
支
援
物
資
等
の
内
容

と
組
合
員
の
手
紙
を
掲
載
し
報
告
す
る
。

10
月
27
日
、
福
島
中
央
テ
レ
ビ
の

夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
に
よ
れ
ば
、

郡
山
駅
西
口
の
植
え
込
み
で
、
非

常
に
高
い
放
射
線
量
が
測
定
さ
れ

た
と
い
う
。

同
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
「
福
島
中
央

Ｔ
Ｖ
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
元
に

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
植
え
込
み

（
上
記
略
図
参
照
）
の
土
か
ら
上

部
5
セ
ン
チ
付
近
で
最
大
で
毎
時

80
μ
sv
超
の
放
射
線
量
が
測
定
さ

れ
た
」
と
報
道
し
た
。

報
道
で
は
、
付
近
は
多
く
の
市
民

が
通
行
し
て
お
り
、
ま
た
高
校
生

の
通
学
路
に
も
な
っ
て
お
り
、
早

急
な
改
善
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も

に
通
行
を
控
え
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
。

さ
ら
に
報
道
で
は
、
「
JR
職
員

（
社
員
）
が
個
人
で
持
っ
て
い
た

線
量
計
で
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
毎

時
１
２
０
μ
sv
の
高
い
線
量
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
報
道
を
受
け
て
、

地
方
本
部
は
支
社
に
対
し
、
「
近

く
に
現
業
機
関
も
あ
り
注
意
喚
起

す
べ
き
。
ま
た
報
道
で
は
JR
の
測

量
と
あ
っ
た
が
、
支
社
が
測
定
し

た
の
か
」
と
問
い
質
し
た
と
こ
ろ
、

「
確
認
す
る
。
注
意
喚
起
は
必
要
」

と
返
答
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
非
常
に
危
険
な
レ
ベ
ル

の
数
値
が
報
道
機
関
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
が
、
線
量
測
定
の

意
向
を
示
し
て
い
な
い
。
地
方
本

部
は
引
き
続
き
、
鉄
道
施
設
近
隣

の
線
量
測
定
を
要
求
し
て
い
る
。

な
お
、
28
日
に
は
市
に
よ
っ
て
、

現
場
付
近
の
植
え
込
み
の
土
が
入

れ
換
え
ら
れ
た
と
い
う
。

※
福
島
中
央
T
V
の

放
映
図
を
参
考
に
作
成

ビックアイ

N

駐
輪
場

S-PAL

地下道

郡

山

駅

80μsv超確認地点



国
労
東
北
協
会
議
は
、
10
月

22
〜
23
日
、
宮
城
県
松
島
に
お

い
て
「
東
北
三
地
本
活
動
家
交

流
集
会
」
を
開
催
し
た
。

集
会
で
は
、
国
労
本
部
真
名

子
書
記
長
、
東
日
本
本
部
松
井

書
記
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
、
不
採

用
問
題
の
終
結
か
ら
今
後
の
国

労
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
が
さ

れ
、
具
体
的
に
は
エ
ル
ダ
ー
問

題
、
検
修
外
注
化
、
人
事
賃
金

制
度
、
労
働
協
約
の
交
渉
状
況

に
つ
い
て
述
べ
た
。

続
い
て
最
重
要
課
題
で
あ
る

組
織
強
化
・
拡
大
に
む
け
て
東

北
全
体
で
実
践
す
る
た
め
に
、

今
年
7
月
に
新
規
採
用
者
の
拡

大
を
実
現
し
た
大
船
保
線
区
分

会
か
ら
天
崎
省
二
さ
ん
、
そ
し

て
加
入
し
た
田
村
知
也
さ
ん
に

参
加
し
て
も
ら
い
報
告
を
受
け

た
。
二
人
か
ら
は
分
会
の
取
り

組
み
と
加
入
の
経
緯
や
思
い
、

決
意
が
述
べ
ら
れ
（
別
掲
）
、

東
北
三
地
本
と
し
て
拡
大
に
む

け
た
教
訓
を
得
る
も
の
と
な
っ

た
。

ま
た
交
流
集
会
後
は
、
東
北

協
議
会
第
26
回
総
会
も
開
か
れ
、

新
た
な
協
議
会
体
制
も
確
立
さ

れ
た
。

【
喜
】

東
北
協
議
会
役
員

議

長
斉
藤

庄
司

盛

岡

（
地
本
執
行
委
員
長
）

副
議
長

渡
辺

敦

秋

田

（
地
本
執
行
委
員
長
）

副
議
長
（
兼
）
事
務
局
長

大
沼

元

仙

台

（
地
本
執
行
委
員
長
）

幹

事
岩
井

幸
二

仙

台

（
東
北
貨
物
協
議
会
議
長
）

佐
々
木

力

盛

岡

（
地
本
書
記
長
）

五
十
嵐

敬

仙

台

（
地
本
書
記
長
）

後
藤

重
文

秋

田

（
地
本
書
記
長
）

会
計
監
査

久
米

竜
一

秋

田

（
地
本
副
委
員
長
）

小
林

良
宏

盛

岡

（
地
本
副
委
員
長
）

お
詫
び

国
労
せ
ん
だ
い
２
６
１
３
号

で
、
福
島
県
支
部
選
出
の
地
方

委
員
で
あ
る
小
椋
正
さ
ん
の
氏

名
の
一
部
が
誤
っ
て
お
り
ま
し

た
。
ご
本
人
を
は
じ
め
関
係
者

の
方
々
に
深
く
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。
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第
12
回
国
労
東
日
本
本
部
皇
居
マ
ラ
ソ
ン
大
会

11
月
26
日
（
土
）

桜
田
門
外
「
時
計
台
」
前
集
合

署
名
の
集
約

日
本
航
空
整
理
解
雇
事
件
の
公
正

な
判
決
を
求
め
る
要
請
署
名
は
、
11
月
28
日
地

本
必
着
で
集
約
願
い
ま
す退

職
の
お
知
ら
せ

9
月
30
日
付

鈴
木

清
美
さ
ん

会
津
若
松
地
区

テ
ク
ノ
若
松

今
野

芳
信
さ
ん

仙
台
駅
連
合

テ
ク
ノ
仙
台

石
崎

英
治
さ
ん

仙
台
駅
連
合退

職

菊
地

義
昭
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

テ
ク
ノ
利
府

大
石

正
昭
さ
ん

郡
山
保
線
区

仙
建
郡
山
（
幹
）

大
宮

正
一
さ
ん

仙
台
電
力
区退

職

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

最終的には「人と人」 天崎さん

私はサッカーが好きで、

ＮＰＯ法人を立ち上げ、

子供達に教えるなどの活

動している。組合活動は

今は積極的ではない方。

若い人達と付き合いはあっ

たが、拡大は考えていなかった。田村君配

属にあたり、分会集会を開き施設利用を会

社に求め、機関指導の組合説明会をやろう

と意思統一し、みんなで協力しあってきた。

昨年は「早いもん勝ちだ」と他労組に言わ

れ、配属と同時に取られ悔しい思いをした

ので、配属後すぐに声をかけ、夕方会議室

で組合説明会を行うので来てもらえるよう

に話をした。夕方になり約束通り新採の皆

さんが来てくれ、説明会を行った。何も難

しいことは話していない。

施設利用にあたり、会社は真摯に対応して

くれた。

サッカーのシュートと同じで、１試合中で

何度もチャンスはない。それくらいの割合

の田村君の加入だったと思う。（分会で行

なったことは）シュートチャンスを1秒から2

秒にするか3秒にするかくらいの事。

分会が組合説明会の開催を決断し、仲間と

の意志疎通に向け議論を積み上げたこと、

会社への施設利用申請、他労組との調整、

配属者へのアポ取りをみんなでやったから

チャンスが広がり、加入に結びついたと思

う。国労も一つのチーム。チームがしっか

りしてないと誰も子供は預けない。サッカー

と一緒。良いチームには人が集まる。

今後、田村君が国労が一人の所（不在の所）

に行くかも知れない。その時にしっかりやっ

て行けるように育てるのが私たちの役目。

一人ではかわいそうとかの問題ではないと

思う。最終的には人と人。みんなでやって

いきましょう。

仕事を覚えて頑張りたい 田村さん

大学では、土木技術を学んだ。前年に入社

した人と交流があり、組合は面倒だとこぼ

しているのを聞いていたので、JRの組合に

ついてネットで調べて大まかに知った。

3月11日は配属通知式で支社にいたときに

地震に遭い、当日は10時間歩いて自宅に戻っ

た。入社直後、同期の話では、入寮した人

は部屋で何だかよく分からないまま判を押

したと言っていた。自分は自宅なのでその

時点ではまだ接触はなく、去年入社の人が

面倒と言っていたことに納得した。

入社式後の会社説明で組合の話がされ、複

数の組合があること、オープンショップ制

だから加入未加入は自由なこと、どの組合

に加入してもしなくても試験などで差はな

いと言われた。

人事がいなくなり組合

の人が来て説明するとも

聞いていたが来ないので、

それなら入らなくていい

やと思っていた。配属日

にロッカー室で着替えて

いると、今日の夕方あけておくように言わ

れ「これか面倒なのは！」と思った。いき

なり言われても何も分からないので断ろう

と思っていた。

夕方、国労の方から組合について説明され

たが、無所属でいようと思っていたので、

考えさせて下さいと返答した。他労組に入

らないとまずいと同期からは言われていた。

東労組は昼休みなど4回来た。浦和のこと

を聞いたらそんな事実はないと言っていた。

「ネットに色々出てるのにどうして？」と

思った。

5月から研修になり、3ヶ月間入るので、こ

れで組合から逃げ切れると思っていた。

ある時、国労の人と現場長とのやり取りを

聞いていて、国労の方の意見に賛同できる

と思って聞いていた。国労の先輩方は、研

修中も色々心配してくれたりした。研修中

同期と話題になるのは、国労のおじさんた

ちがきちんとしているということ。（自分

は）そう見ていて、入るならば国労と判断

した。 同期はマジで？とびっくりしていた

が、国労に加入した今も、まわりとの付き

合いは変わらない。良い職場に入ったと思

う。 来年からは、若い人は全員東労組に入っ

ているとは言えなくなった。まずは仕事を

覚えて頑張りたい。

報告する天崎さん

加入した田村さん


